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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期
第１四半期
連結累計期間

第51期
第１四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 （百万円） 85,389 143,172 384,893

経常利益 （百万円） 6,498 5,843 24,226

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 4,245 4,143 16,594

四半期包括利益又は

包括利益
（百万円） 2,668 3,952 13,062

純資産額 （百万円） 155,591 184,887 182,159

総資産額 （百万円） 1,953,072 2,149,995 2,161,872

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 99.56 84.80 388.64

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 7.7 8.2 8.0

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりま

せん。

４．当社の株式給付信託（ＢＢＴ）において資産管理サービス信託銀行㈱が所有する当社株式は、第51期第

１四半期連結累計期間及び第50期の１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上、期中平均株式数の

計算において控除する自己株式に含めております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績の底堅さや雇用・所得環境の改善を背景とした堅

調な個人消費により、緩やかな回復基調が続きましたが、一方で、世界経済については、各国の貿易政策を巡る

影響等先行きについて不透明な状況が続いております。

 

このような状況のなか、当社グループの当第１四半期連結累計期間のリース・割賦、ファイナンス及びその他

の契約実行高の合計は、前年同期（2018年６月期）比15.3％減少の337,173百万円となりました。

リース・割賦の契約実行高は、産業・工作機械での大口案件の捕捉や情報通信機器での幅広い設備投資ニーズ

の取り込み、航空機オペレーティング・リースの着実な実行等により、前年同期比47.1％増加の182,256百万円

となりました。ファイナンスの契約実行高は、短期の商流ファイナンスの減少や前年同期に短期の大口不動産案

件の実行があったことから、同43.5％減少の154,917百万円となりました。

 

損益状況につきましては、売上高は賃貸物件の満了に伴う売却売上が重なったため、前年同期比67.7％増加の

143,172百万円となりました。売上総利益は前年同期比で差引利益（資金原価控除前の売上総利益）が増加した

ことにより、同14.8％増加の11,908百万円となりました。経常利益は少額の信用コストの発生や前年同期に営業

外収益で投資収益が発生したこともあり、同10.1％減少の5,843百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純

利益は同2.4％減少の4,143百万円となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。（売上高は外部顧客への売上高を記載しております。）

〔リース・割賦〕

リース・割賦の売上高は前年同期比71.1％増加して138,681百万円となり、営業利益は同11.7％増加して4,891

百万円となりました。

〔ファイナンス〕

ファイナンスの売上高は前年同期比3.3％増加して3,989百万円となりましたが、営業利益は同12.9％減少して

2,084百万円となりました。

〔その他〕

その他の売上高は前年同期比3.9％増加して501百万円となり、営業利益は同36.9％増加して203百万円となり

ました。

 

財政状態につきましては、リース・割賦、ファイナンス及びその他の営業資産残高の合計は前期（2019年３月

期）末比0.1％減少の2,018,760百万円となりました。

セグメント別では、リース・割賦（割賦未実現利益控除後）の残高は前期末比3.4％増加の1,350,314百万円、

ファイナンスの残高は同6.6％減少の662,213百万円、その他の残高は同1.2％減少の6,233百万円となりました。

有利子負債残高につきましては、前期末比0.1％増加の1,836,855百万円となりました。

内訳は、短期借入金が前期末比8.4％増加の327,452百万円、長期借入金が同4.2％減少の672,172百万円、コ

マーシャル・ペーパーが同2.3％増加の623,600百万円、債権流動化に伴う支払債務が同1.9％増加の117,852百万

円、社債が同9.5％減少の95,778百万円となっております。

また、純資産合計は184,887百万円、自己資本比率は8.2％となりました。

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5）契約実行高

当第１四半期連結累計期間における契約実行高の実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 契約実行高（百万円） 前年同期増減率（％）

リース・

割賦

ファイナンス・リース 112,633 33.5

オペレーティング・リース 56,527 102.1

リース計 169,161 50.6

割賦 13,095 13.6

  182,256 47.1

ファイナンス 154,917 △43.5

その他 － －

合計 337,173 △15.3

（注）リースについては、当第１四半期連結累計期間に取得した賃貸用資産の取得金額、割賦については、割賦債権

から割賦未実現利益を控除した額を表示しております。

 

(6）営業資産残高

営業資産残高をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

前連結会計年度 当第１四半期連結会計期間

期末残高
（百万円）

構成比（％）
期末残高
（百万円）

構成比（％）

リース・

割賦

ファイナンス・リース 930,318 46.0 974,769 48.3

オペレーティング・リース 229,900 11.4 232,550 11.5

リース計 1,160,218 57.4 1,207,320 59.8

割賦 145,888 7.2 142,993 7.1

 1,306,106 64.6 1,350,314 66.9

ファイナンス 708,950 35.1 662,213 32.8

その他 6,311 0.3 6,233 0.3

合計 2,021,368 100.0 2,018,760 100.0

（注）割賦については、割賦債権から割賦未実現利益を控除した額を表示しております。
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(7）営業実績

第１四半期連結累計期間における営業実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

①前第１四半期連結累計期間

セグメントの名称
売上高
（百万円）

売上原価
（百万円）

差引利益
（百万円）

資金原価
（百万円）

売上総利益
（百万円）

リース・

割賦

ファイナンス・リース 65,017 － － － －

オペレーティング・リース 13,526 － － － －

リース計 78,544 70,625 7,919 1,369 6,549

割賦 2,500 2,068 432 85 347

  81,045 72,693 8,351 1,454 6,896

ファイナンス 3,862 56 3,805 557 3,248

その他 482 251 231 － 231

合計 85,389 73,000 12,389 2,012 10,376

（注）セグメント間取引については相殺消去しております。

 

②当第１四半期連結累計期間

セグメントの名称
売上高
（百万円）

売上原価
（百万円）

差引利益
（百万円）

資金原価
（百万円）

売上総利益
（百万円）

リース・

割賦

ファイナンス・リース 71,314 － － － －

オペレーティング・リース 63,366 － － － －

リース計 134,680 125,240 9,440 1,515 7,924

割賦 4,000 3,176 824 184 639

  138,681 128,417 10,264 1,699 8,564

ファイナンス 3,989 83 3,906 867 3,038

その他 501 188 312 8 304

合計 143,172 128,688 14,483 2,575 11,908

（注）セグメント間取引については相殺消去しております。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
  （2019年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年８月７日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 49,004,000 49,004,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 49,004,000 49,004,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2019年４月１日～

2019年６月30日
－ 49,004 － 26,088 － 24,008

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2019年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

    2019年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 48,992,900 489,929 －

単元未満株式 普通株式 10,500 － －

発行済株式総数  49,004,000 － －

総株主の議決権  － 489,929 －

(注) 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれており、業績連動型

株式報酬制度（株式給付信託（ＢＢＴ））に基づき取得した株式が146,500株含まれております。

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれており、業績連動型

株式報酬制度（株式給付信託（ＢＢＴ））に基づき取得した株式に係る議決権の数1,465個が含まれておりま

す。

 

②【自己株式等】

    2019年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

興銀リース株式会社
東京都港区虎ノ門

一丁目２番６号
600 － 600 0.00

計 － 600 － 600 0.00

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 25,884 14,485

受取手形及び売掛金 1,015 1,337

割賦債権 147,979 145,005

リース債権及びリース投資資産 930,318 974,769

営業貸付金 235,279 239,343

その他の営業貸付債権 233,106 196,313

営業投資有価証券 239,814 225,806

その他の営業資産 750 750

賃貸料等未収入金 3,336 2,730

その他 50,675 59,198

貸倒引当金 △1,555 △1,592

流動資産合計 1,866,604 1,858,148

固定資産   

有形固定資産   

賃貸資産   

賃貸資産 229,817 232,466

賃貸資産前渡金 6,042 1,286

賃貸資産合計 235,859 233,752

その他の営業資産   

その他の営業資産 6,311 6,233

その他の営業資産合計 6,311 6,233

社用資産   

社用資産 3,360 3,349

社用資産合計 3,360 3,349

有形固定資産合計 245,531 243,335

無形固定資産   

賃貸資産   

賃貸資産 82 84

賃貸資産合計 82 84

その他の無形固定資産   

のれん 528 492

ソフトウエア 4,796 4,711

その他 665 1,031

その他の無形固定資産合計 5,989 6,236

無形固定資産合計 6,072 6,320

投資その他の資産   

投資有価証券 31,985 30,892

破産更生債権等 3,432 3,241

退職給付に係る資産 11 11

繰延税金資産 2,338 2,079

その他 6,111 6,299

貸倒引当金 △215 △332

投資その他の資産合計 43,663 42,191

固定資産合計 295,268 291,847

資産合計 2,161,872 2,149,995
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 56,040 41,537

短期借入金 302,209 327,452

1年内償還予定の社債 20,777 10,778

1年内返済予定の長期借入金 177,182 178,889

コマーシャル・ペーパー 609,800 623,600

債権流動化に伴う支払債務 82,376 90,505

リース債務 8,010 8,238

未払法人税等 4,654 1,429

割賦未実現利益 2,091 2,012

賞与引当金 907 124

役員賞与引当金 130 2

役員株式給付引当金 － 144

債務保証損失引当金 31 28

その他 29,966 32,827

流動負債合計 1,294,178 1,317,571

固定負債   

社債 85,000 85,000

長期借入金 524,173 493,282

債権流動化に伴う長期支払債務 33,238 27,347

役員株式給付引当金 144 －

退職給付に係る負債 2,461 2,291

受取保証金 33,217 31,684

その他 7,299 7,930

固定負債合計 685,534 647,536

負債合計 1,979,713 1,965,108

純資産の部   

株主資本   

資本金 26,088 26,088

資本剰余金 23,941 23,941

利益剰余金 118,219 120,402

自己株式 △400 △400

株主資本合計 167,848 170,031

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 6,755 6,117

繰延ヘッジ損益 △502 △542

為替換算調整勘定 △577 △224

退職給付に係る調整累計額 109 107

その他の包括利益累計額合計 5,784 5,457

非支配株主持分 8,526 9,398

純資産合計 182,159 184,887

負債純資産合計 2,161,872 2,149,995
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

売上高 85,389 143,172

売上原価 75,013 131,264

売上総利益 10,376 11,908

販売費及び一般管理費 4,846 6,367

営業利益 5,530 5,540

営業外収益   

受取利息 1 18

受取配当金 190 187

持分法による投資利益 100 214

投資収益 719 6

その他 54 59

営業外収益合計 1,066 485

営業外費用   

支払利息 98 171

その他 0 11

営業外費用合計 98 182

経常利益 6,498 5,843

特別利益   

投資有価証券売却益 － 324

特別利益合計 － 324

特別損失   

投資有価証券評価損 44 60

特別損失合計 44 60

税金等調整前四半期純利益 6,453 6,107

法人税、住民税及び事業税 1,190 1,282

法人税等調整額 827 571

法人税等合計 2,018 1,853

四半期純利益 4,434 4,253

非支配株主に帰属する四半期純利益 188 110

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,245 4,143
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

四半期純利益 4,434 4,253

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △955 △633

繰延ヘッジ損益 △126 △28

為替換算調整勘定 △633 329

退職給付に係る調整額 0 △1

持分法適用会社に対する持分相当額 △51 31

その他の包括利益合計 △1,766 △301

四半期包括利益 2,668 3,952

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,577 3,816

非支配株主に係る四半期包括利益 91 135
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

偶発債務

前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2019年６月30日）

(1）営業上の保証債務（含む保証予約） (1）営業上の保証債務（含む保証予約）

近畿車輛㈱　＊1 2,800百万円 近畿車輛㈱　＊1 4,000百万円

㈱みずほ銀行　＊1 2,520百万円 ㈱みずほ銀行　＊1 2,455百万円

その他28社 5,911百万円 その他27社 4,837百万円

小　計 11,232百万円 小　計 11,292百万円

(2）営業以外の保証債務（関係会社及び従業員、

含む保証予約）

(2）営業以外の保証債務（関係会社及び従業員、

含む保証予約）

Krung Thai IBJ Leasing

Co., Ltd.
13,039百万円

Krung Thai IBJ Leasing

Co., Ltd.
11,874百万円

Regulus Leasing Pte. Ltd. 2,775百万円 Regulus Leasing Pte. Ltd. 2,648百万円

従業員 139百万円 従業員 122百万円

小　計 15,954百万円 小　計 14,645百万円

(1)と(2)の計 27,186百万円 (1)と(2)の計 25,937百万円

債務保証損失引当金 △31百万円 債務保証損失引当金 △28百万円

合　計 27,154百万円 合　計 25,909百万円

＊1　㈱みずほ銀行他による金銭の貸付等について当社が保証したものであります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

減価償却費 3,108百万円 3,712百万円

のれんの償却額 8百万円 35百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月26日

定時株主総会
普通株式 1,620 38.00 2018年３月31日 2018年６月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月25日

定時株主総会
普通株式 1,960 40.00 2019年３月31日 2019年６月26日 利益剰余金

（注）2019年６月25日定時株主総会の決議による配当金の総額には、当社の株式給付信託（ＢＢＴ）が保有する当社

株式に対する配当金５百万円が含まれております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ リース・割賦ファイナンス その他

売上高       

外部顧客への売上高 81,045 3,862 482 85,389 － 85,389

セグメント間の内部

売上高又は振替高
78 108 25 212 △212 －

計 81,123 3,970 508 85,602 △212 85,389

セグメント利益 4,380 2,394 148 6,922 △1,392 5,530

（注）１．セグメント利益の調整額△1,392百万円には、セグメント間取引消去△60百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△1,331百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２ リース・割賦ファイナンス その他

売上高       

外部顧客への売上高 138,681 3,989 501 143,172 － 143,172

セグメント間の内部

売上高又は振替高
92 219 30 343 △343 －

計 138,774 4,209 532 143,515 △343 143,172

セグメント利益 4,891 2,084 203 7,179 △1,639 5,540

（注）１．セグメント利益の調整額△1,639百万円には、セグメント間取引消去△44百万円及び各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△1,594百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 99円56銭 84円80銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
4,245 4,143

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
4,245 4,143

普通株式の期中平均株式数（千株） 42,648 48,856

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

２．当社の株式給付信託（ＢＢＴ）において資産管理サービス信託銀行㈱が所有する当社株式は、１株当た

り四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

なお、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、当第１四半期連結累計期間において146,500株であり

ます。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

    2019年８月６日

興銀リース株式会社   

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人 トーマツ  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 青木　裕晃　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 野根　俊和　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている興銀リース株式

会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2019年４月１日から2019年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、興銀リース株式会社及び連結子会社の2019年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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